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市
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い

う
課
題
に
対
し
、〝
岩
見
沢
市
総
合
戦
略
〞

に
掲
げ
た
施
策
・
事
業
を
着
実
に
進
め
て

お
り
、
社
会
動
態
の
改
善
や
年
少
人
口
の

転
入
増
と
い
っ
た
明
る
い
兆
し
が
現
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
新
た
に
策
定
し
た
〝
第
２
期
岩
見

沢
市
総
合
戦
略
〞
に
基
づ
き
、
地
方
創
生

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
取

り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
実
現
に
は
、
人
口
減
少
の

抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
価
値
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
人
口
が
減
少

す
る
中
で
も
成
長
の
可
能
性
を
高
め
て
い

く
と
と
も
に
、
効
率
的
な
地
域
経
営
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
特
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の

活
用
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生
産
性
や

効
率
性
、
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
鍵
と
な
る
〝
ソ

サ
エ
テ
ィ
5.0
〞
の
到
来
を
見
据
え
、
よ
り

一
層
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー

ト
農
業
と
、
持
続
可
能
な
ス
マ
ー
ト
ア
グ

リ
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
岩
見
沢

市
の
地
方
創
生
の
実
現
は
も
と
よ
り
、
そ

の
成
果
を
全
国
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く

中
で
、
過
去
の
経
験
則
で
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、〝
人
生
100
年
時

代
〞
に
向
け
た
新
た
な
社
会
設
計
も
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
不
確
実
な
時
代
で
も
、
当

面
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
な
が

ら
、
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
時
代
の

変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
オ
ー

ル
岩
見
沢
、
チ
ー
ム
岩
見
沢
で
、
次
世
代

に
つ
な
げ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
徹
底
し
た
現
場
主
義
の

も
と
、
市
民
の
声
を
大
切
に
し
た
、
市
民

本
位
の
市
政
、
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
の
建
設
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
が
、
市
役
所
は
建
て
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
い
か
に
〝
市
民
の
役
に
立

つ
所
〞
で
あ
り
続
け
る
か
が
重
要
で
す
。

　

令
和
４
年
１
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、

利
便
性
と
機
能
性
を
十
分
に
備
え
た
市
役

所
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
と

い
う
基
本
を
職
員
と
と
も
に
再
認
識
し
、

市
役
所
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
市
政
の
ネ
ク

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、
市
役
所
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一般会計予算の概要

防災・防犯・地域コミュニティ
地域で支え合う 安全・安心なまち

健康・福祉・医療
みんなが健康で元気に暮らせるまち

産業経済・交流
活力と賑

にぎ

わいに満ちた 魅力あふれるまち

子ども・子育て・教育・文化
豊かな心と生きる力をはぐくむまち

都市基盤・環境
自然と調和した 快適で暮らしやすいまち

市民参画・行財政運営
市民とともに創る 持続可能で自立したまち

地方交付税
国（国税など）から
の交付金
市税
市民税、固定資産税
など
国庫支出金
使い道を特定された
国からの補助金など
市債
長期的な借入金

議会費、労働費、消防費、
予備費 18.2 億円　3.6％

民生費 
149.2 億円

総務費
73.8 億円

土木費 62.5 億円
公債費 53.7 億円

教育費 41.8 億円

衛生費 36.3 億円

商工費 28.6 億円

農林水産業費 23.1 億円　4.6％ 諸支出金

議会費、労働費、消防費、予備費

農林水産業費

商工費

衛生費

教育費

公債費

土木費

総務費

民生費 

歳出

29.8％

14.8％
12.5％

10.7％

8.4％

7.3％

5.7％

歳出
500億円

諸支出金 12.8 億円
2.6％

その他

地方譲与税

地方消費税交付金等

市債

国庫支出金

市税

地方交付税
歳入

4.2%

国庫支出金 69.1 億円

地方交付税
143.7億円

市税
85.5 億円市債 65.2 億円

地方消費税交付
金等 20.8 億円

地方譲与税
4.5 億円　0.9%

その他 111.2 億円

歳入
500億円

17.1%
13.8%

13.0%

22.2%
28.8%

土木費
道路・公園・市営住宅
の整備、除排雪など

総務費
住民票の発行などの一
般的な事務

公債費
借入金の元金と
利子の返済

教育費
小・中学校教育、
生涯学習など

衛生費
ごみ処理、健康
診断など

商工費
商工業の発展、
観光の振興など

農林水産業費
農業・林業・畜
産の振興など

歳入

議会費、労働費、消防費、
予備費
議会運営、消防負担金など

民生費
児童・高齢者・障がい
者福祉、生活保護など

歳出

市
民
の
役
に
立
つ
所

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

令和 2年度予算　重点分野の取り組み

人と緑とまちがつながり ともに育み未来をつくる 健康経営都市

市民生活の質の向上 地域経済の活性化

令和2年度

市政方針と予算

まちづくりは次のステージへ

予算総額　923億 7,500 万円
一般会計　500億円
特別会計　210億 5,700 万円
企業会計　213億 1,800 万円

　3月 2日から市議会定例会が開かれ、松野
市長が令和 2年度の市政運営の基本姿勢とな
る市政方針を示しました。
　その市政方針と総合計画に掲げた６つの分
野に位置付けた事業の主な内容を紹介します。

新型コロナウイルス感染症予防のため、マスクを着用し答弁を行う松野市長
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市
は
、〝
人
と
緑
と
ま
ち
が
つ
な
が

り　
と
も
に
育
み
未
来
を
つ
く
る　
健

康
経
営
都
市
〞
の
実
現
に
向
け
て
、
重

点
分
野
と
し
て
定
め
た
６
項
目
を
柱

に
、
第
６
期
岩
見
沢
市
総
合
計
画
や
第

２
期
岩
見
沢
市
総
合
戦
略
な
ど
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
持
続
可
能

で
自
立
し
た
地
域
経
営
の
確
立
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
先　
市
企
画
室

　
令
和
２
年
度
の
予
算
は
、
選
択
と
集

中
の
視
点
に
立
ち
、
必
要
な
事
務
事
業

の
新
設
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直
し

や
再
構
築
を
行
い
、
各
事
業
の
相
乗
効

果
に
よ
る
好
循
環
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ
と
踏

み
出
す
第
２
期
岩
見
沢
市
総
合
戦
略
に

基
づ
く
事
業
展
開
な
ど
、
市
民
生
活
の

質
や
地
域
活
力
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り

組
み
に
対
し
、
予
算
を
重
点
的
に
配
分

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は

500
億
円
、
前
年
度
比
0.4
㌫
の
減
、
特
別

会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計

の
総
額
は
923
億
7
千
500
万
円
、
前
年
度

比
0.3
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
総
合
戦
略
事
業

重点分野の取り組みの　　　　一部を紹介します
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予
算
は
、
27
事
業
、
12
億
9
千
623
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
9
億
7
千
万
円
を
繰
り
入
れ

ま
す
が
、
持
続
可
能
で
自
立
し
た
行
財

政
基
盤
の
確
立
に
十
分
留
意
し
、
重
点

的
に
取
り
組
む
分
野
を
は
じ
め
、
施
策

全
般
に
わ
た
り
的
確
に
対
応
す
る
積
極

的
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

用語解説
❖ i-BOX（北海道教育大学岩見沢校 BOX）
　 北海道教育大学岩見沢校と岩見沢市が連携
して有明交流プラザ内に開設した、市民と
学生の活動情報拠点

❖  アール・ブリュット
　 美術教育を受けていない人などが、既成の
表現法にとらわれず自由に制作した生

き
の芸術

◆スマートシティ
ICT技術などを活用し、生産性や生活の質の
向上を図り、都市機能の高度化を目指す都市

市議会の様子
YouTube で

市政方針
予算概要・重点
分野の取り組み

市ホームページで

都市基盤・環境

自然と調和した 快適で暮らしやすいまち
地域情報化の推進
ICT活用型総合戦略推進事業　6,000 万円
ICT 基盤のさらなる活用
　生活の質の向上や地域経済の活性
化に寄与する利活用機能の社会実装
と社会基盤の最適化に向けた取り組
みを連動させながら、Society5.0
に対応した社会形成を目指します。

魅力ある都市空間と快適な居住環境の形成
民間住宅耐震改修等助成事業　456万円
建て替えに伴う除却費の一部助成
　旧耐震基準で建設された木造住
宅を対象としてきた耐震改修の費
用の一部助成に、倒壊の危険性の
高い住宅の現地建て替えも加え、
居住環境の安全の向上を図ります。

防災・防犯・地域コミュニティ

地域で支え合う 安全・安心なまち
総合的な雪対策の推進
高齢者・障がい者の冬のくらし支援事業　4,109 万円
冬の暮らしの安全・安心の確保
　町会・自治会などが行う除雪ボラン
ティアへの支援、高齢者世帯などの雪
下ろしや間口除雪、定期排雪の費用の
助成など、冬の暮らしの安全・安心の
確保を図ります。

地域防災力の向上
防災対策事業　3,972 万円
被災者生活再建システムの導入
　災害により生活基盤に著し
い被害を受けた市民が早期に
生活再建ができるよう、罹

り さ い

災
証明の発行を速やかに行うた
めのシステムを導入します。

障がい者福祉の充実
障害者文化芸術活動支援事業　1,168万円
2020 アール・ブリュット芸術祭
　アール・ブリュット❖作品の展示や舞
台芸術の発表、国際研究フォーラムなど、
芸術を通して障がいへの理解を深め、共
生のまちづくりを推進します。

健康づくりの推進
健康経営都市推進事業　2,648 万円
健康経営都市の推進
　産学官金の連携のもと、生活・健康
づくりのサービスを提供するための基
盤構築をはじめ、岩見沢市版〝健康白
書〟の作成や健康づくりの絵本の制作
など、健康経営都市を推進します。

健康・福祉・医療

みんなが健康で元気に暮らせるまち

商工業の振興と中心市街地の活性化
プレミアム付建設券発行支援事業　6,500万円
プレミアム付建設券
　プレミアム付建設券を発行す
る経済団体や建設業団体などに
対し、事業費の一部を支援し、
地域経済の好循環を促進します。

農林業の振興
ICT農業普及促進事業　650万円
スマート農業の普及促進
　先行的な取り組み成果の社会実装
に向け、技術研修などの普及啓発活
動や、ドローンなどの新技術導入に
関する効果・経済分析を実施します。

産業経済・交流

活力と賑
に ぎ

わいに満ちた 魅力あふれるまち

　先行的な取り組み成果の社会実装

持続可能な行財政基盤の確立
市庁舎建設事業　20億円
市庁舎の建設
　防災拠点としての機能を備
えた新庁舎の建設を令和 3年
11月の完成に向けて進めます。

市民参画・行財政運営

市民とともに創る 持続可能で自立したまち
持続可能な行財政基盤の確立
保育所入所運営事業ほか　1,608 万円
スマートシティ◆の実現に向けた取り組み
　少子高齢化や人口が減少しても持
続可能な社会構築を目指すため、市民
サービスの利便性向上や人的・財政
的負担の軽減を図り、スマートシティ
の実現に向けた取り組みを進めます。

子ども・子育て・教育・文化

豊かな心と生きる力をはぐくむまち
子ども・子育て支援の充実
保育・教育人材確保事業　300万円
保育士・幼稚園教諭の確保
　新規学卒の保育士・幼稚園教
諭に対して就職準備金を支給し、
人材の確保と幼児教育・保育の
質の維持向上を図ります。

芸術文化・スポーツの振興
教育大学連携事業　300万円
学生と市民との交流機会の拡大
　i-BOX（北海道教育大学岩見沢
校BOX）❖の運営をはじめ、美術
展やコンサート、スポーツ交流な
どを通じ、学生と市民の関わりを
深め、まちの活性化につなげます。




